
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みつめる、みとめる－１１月１０日～１２月１０日は熊本県人権月間です－ 

  人権をより身近なものと考えるきっかけをつくるとともに、人権に 

対する正しい理解と認識を深めるため、熊本県人権フェスティバルを 

はじめとして、パネル展、シンポジウム・講演会・研修会など、県や 

市町村による人権に関する様々なイベントが県内各地で行われます。ぜひご参加ください。 

 

イベント情報 

■問い合わせ／県人権同和政策課 TEL０９６－３３３－２２９９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 書籍名 著者 おすすめコメント 

人間標本 湊 かなえ 
あの美しい少年だちは蝶なのだ。その輝きは、標本になって

も色あせることはない。 

捨てたい人捨てたくない人 群 ようこ 
身内の身の回りを「断捨離」しようとする人たちの、右往左

往に大共感の連作小説。 

女盛りはハラハラ盛り 内館 牧子 
日常の何気ないひとコマを鮮やかに切り取る。読めば力が湧

いてくる。痛烈にして軽妙な本音の言葉。 

志麻さんのレシピノート タサン 志麻 
何度でも作りたい。食べたいフランスの家庭料理。驚くほど

シンプルで、ほんとうに簡単！ 

きこえる 道尾 秀介 
こんな小説、誰も読んだことがない！あなたの「耳」が推理

する。すべての真相は「音」のなかに！ 

ある閉ざされた雪の山荘で 東野 圭吾 
何が本当で何が演技なのか。死すらも疑うしかない状況で語

られる物語。 

マリスアングル 誉田 哲也 
塞がれた窓、防音壁、追加錠。監禁目的の改築が施された民

家で男性死体が発見された。 
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覧 
           

ど
う
し
た
の 

ひ
と
り
で
い
な
い
で 

こ
っ
ち
に
お
い
で 

友
だ
ち
が
い
れ
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楽
し
い
よ 

人
権
一
口
講
座 
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「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」 

熊
本
市
・
熊
本
市
教
育
委
員
会
・
熊
本
市
人
権
啓
発
市
民
協
議
会 

人
権
カ
レ
ン
ダ
ー 

白
川
中
学
校 

１
年 

本
田 

莉
蘭
さ
ん
の
作
品
よ
り
（
令
和
５
年
度
） 

あ
る
日
の
夕
方
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
の
前
を
、
自
転
車
を
押
し
な
が
ら
汗
だ
く
に
な
っ
て
何
度
も
往
復
し
て
い
る
高
齢
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
い
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
「こ
こ
は
ど
こ
で
す
か
？
１
時
間
く
ら
い
こ
の
辺
ば
歩
き
よ
る
け
ど
、
自
分
の
家
に 

帰
り
き
ら
ん
ご
つ
な
っ
た
と
で
す
。
」と
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
は
大
変
だ
と
感
じ
た
職
員
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
質
問
を
し
ま
し
た
。 

「
お
名
前
は
？
」→

「〇
〇
〇
〇
で
す
。
」 

「
ご
年
齢
は
？
」→

「８
５
歳
で
す
。
」 

「
ご
住
所
は
？
」→

「〇
〇
町
で
す
。
」 

「
〇
〇
町
の
何
番
地
で
す
か
？
」→

「８
６
２‐

〇
〇
〇
〇
で
す
。
」と
の
こ
と
。 

職
員
は
、
す
ぐ
に
決
断
し
、
館
長
に
伝
え
ま
し
た
。
「
館
長
！
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
家
ま
で
送
り
届
け
て
い
い
で
す
か
？
」 

館
長
は
「も
ち
ろ
ん
。
私
も
一
緒
に
行
き
ま
す
。
」と
迷
う
こ
と
な
く
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
自
転
車
と
一
緒
に
〇
〇
町
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
１
キ
ロ
程
離
れ
た
〇
〇
町
の
近
く
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
「こ
の
辺
か
ら
分
か
り
ま
す
。
」と 

言
わ
れ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
道
案
内
で
無
事
に
自
宅
に
送
り
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
息
子
さ
ん
と
二
人
暮
ら
し
で
、
息
子
さ
ん
は
、
仕
事
で
夜
８
時
頃
し
か
帰
っ
て
こ
な
い
と
の
こ
と
。
息
子
さ
ん
の
携
帯
番
号
を

聞
き
、
電
話
し
て
事
情
を
説
明
し
、
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
ま
し
た
。 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
玄
関
前
で
何
度
も
何
度
も
頭
を
下
げ
ら
れ
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
」
と
言
っ
て
、
職
員
と

館
長
を
ず
っ
と
見
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

翌
日
、
息
子
さ
ん
が
わ
ざ
わ
ざ
お
礼
を
言
い
に
セ
ン
タ
ー
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
お
礼
の
言
葉
に
こ
ち
ら
が
逆
に
感
謝
し
ま
し
た
が
、
息
子 

さ
ん
か
ら
「
母
が
家
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
の
は
初
め
て
で
す
が
、
今
日
は
、
そ
の
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
」と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
の
が
気
に

な
り
ま
し
た
。 

高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
境
遇
の
ご
家
庭
は
決
し
て
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
の
医
療
の
発
展
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
介
護
支
援
の
充
実
を
願
う
一
方
で
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
深
刻
化
し
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」の
精
神
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
や
防
災
の
観
点
か
ら
も
、
地
域
の
中
で
大
切
に
守
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
の
精
神
を
取
り
入
れ
た
地
域
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
で
安
心
で
き
る
生
活
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

み
ん
な 

違
う
色
を 

持
っ
て
い
て 

色
と
色
が 

混
ざ
り
合
っ
て 

新
し
い
色
が 
で
き
る
ん
だ
ね 

家
族
の
き
ょ
り
が 

ま
た
ち
ぢ
ま
る 

「
自
分
ら
し
さ
」
は 

自
分
で 

決
め
る
か
ら 

 

弁護士による法律相談（無料） 

相談日：１１月９日（土）〔受付１０月２８日（月）～〕、１１月３０日（土）〔受付１１月１１日（月）～〕 

時 間：午前９時～正午（相談は１人３０分間）  定 員：６名（事前に予約が必要） 

予 約：電話か窓口にて  

詳しくは、ふれあい文化センター（TEL:366-7310）まで 

ふれあい文化センター     子ども向けの本、話題の本、新刊も準備してお待ちしています。 

図書室だより  お気軽にお越しください。 
☆開館日時☆・・・月～土曜日（日曜日、祝日は休館） 
☆開室時間☆・・・午前 10 時～正午、午後１時～午後５時 
☆貸し出し☆・・・２週間に２冊まで   
※貸出のみで学習室としての利用はできません。ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人権擁護委員による人権相談」 

「かけはしウィーク」の取組の一つとして行います。内容は人権に関することであれば何でも大丈夫で、秘密は

厳守します。お悩みをお持ちの方、話すことで思いが整理されたり方向性が見えてきたりすることもあります。

ぜひ、この機会をご活用ください。 

【日 時】 令和６年１１月１３日（水）・２０日（水） ①午前９時～ ②午前１０時～ ③午前１１時～ 

【場 所】 ふれあい文化センター本館１階 相談室    【対 象】 どなたでも ６組     

【準備物】 飲料水   【参加費】無料 

【申 込】 １１月１日から電話または窓口で都合の良い日・時間をお知らせください。（先着順） 

熊本県人権啓発キャラクター 

コッコロ 

県ホームページは 
１０月１０日公開予定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本市ふれあい文化センター  所在地：熊本市中央区本荘 4 丁目 6-6 電話：366-7310 

Web： ふれあい文化センター    検 索   詳しい情報は、Web にアップしています。  

 

１１月１２日（火）～１１月２９日（金） 

ふれあい文化センターでは毎年１１月に「かけはしウィーク」と題して、様々な催しを

企画をしています。全て無料です。本荘小学校の子どもさんと一緒に学びます。ぜひ、ふ

れあい文化センターへお越しください。（この期間に、春竹小学校、江原中学校の児童・生

徒の皆さんも各学校で学びます。） 

事前申し込みが必要です。お電話でお申込みください。皆さまのご参加をお待ちしてお

ります。 

コミュニケーションダンス 

 参加者同士が一緒に体を動かしながら、ふ

れあい、息を合わせ、表現しあう、楽しい時間

です。 

日時：１１月１２日（火） 11:00～（４５分間） 

場所：ふれあい文化センター 本館集会室 

講師：髙戸里美さん（キッズダンス講師） 

絵手紙ほっとメッセージ 

 絵手紙の書き方を学び、温かいメッセージ

を付けた絵手紙を完成させます。誰にあげよ

うかな。 

日時：１１月１９日（火） 10:00～（４５分間） 

場所：ふれあい文化センター 第１・２学習室 

講師：阿部貴美子さん（絵手紙講師） 

お手伝い：絵手紙講座生の皆さん 

インターネットと人権 

SNS を使用するにあたって気を付けるこ

と、大切にしなければならないことを学びま

す。 

日時：１１月１９日（火） 14:10～（６０分間） 

場所：ふれあい文化センター 本館集会室 

講師：戸田俊文さん（真和中・高 専任講師） 

ストリートチルドレンの生き方に学ぶ 

寺本さんは大学時代から多くの国を訪れ

て子どもたちの様子を見てこられました。そ

して今、インドで学校を開かれています。日

本に帰って来られたときにしか聞く事ができ

ない貴重なお話です。 

日時：１１月２９日（金） 14:15～（６０分間） 

場所：ふれあい文化センター 本館集会室 

講師：寺本真将さん 

（masa free school代表） 

＜いつでもお越しください＞１１月１２日（火）～１１月２９日（金） 午前９時～午後７時 

 

 

                             ◆会場：会議室・会議室前ロビー  


